
第２回上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議 平成28年10月5日（木）

田中尚人：熊本大学政策創造研究教育センター 准教授

naotot@kumamoto-u ac jp

2016.5.23（土）9:00 地元市民，ボランティア総勢500名が，清掃，砂利あげに参加



「物質的に小さくなっていくということは，あまりおそれなくても
構いません．ただ想像力が小さくなることが，本当に壊滅的なこと
だと思うんです」

芹沢高志氏（P3代表）

政策フォーラム2013「私の暮らしを世界とつなごう－未来を変える社会のデザイン－」，2014.1.30

「創造的過疎」「アイデアキラー」「やってみたらええんちゃうん？」

「正しい判断より，早い判断．そして，リカバー」失敗を誇る文化

大南信也氏（徳島県神山町 NPOグリーンバレー代表）

●非価格価値

政策フォーラム2014「きせきのまちプロジェクト」，2015.3.30

http://business.nikkeibp.co.jp/article/campanella/20140910/271133/

創造的過疎 現実を受け止める「小学校をなくさない」 選択的移住定住 住みたい，と思えるまち

古民家を改修した，ＩＴ企業のサテライトオフィス



アーティスト イン レジデンス ここだけにある価値

Hidden Library

他のまちにはできないことをやる

熊本大学政策創造研究教育センター

地域づくり交流会（2016.3.23）

「地域の未来を担う教育の場づくり

－地域づくりと高校生－」」

事前調査：2016.1.17-20

島根県隠岐郡海士町（あまちょう）

島前高校魅力化プロジェクト

自立・挑戦・交流

１．多文化協働に関する内容

・なぜ，Ｉターンや島留学生を受け入れ

ることができるのか？

・なぜ，海士町を選んだのか？

２．都会センス，田舎センスのバランシ

ングは，なぜ可能なのか？

３．成功事例ではなく，挑戦事例と言い

続けることができる危機感の持ち方，

または覚悟の持ち方？

４．島の子と留学生の化学反応は，どう

いう時に起きるのか？

・同じことが，島の人とＩの人の間でも

言えるのか？

５．島前高校魅力化，海士町の地域づく

りに共通して，

何を守り，何を変えたのか？

阿蘇一の宮門前町商店街（阿蘇市）



阿蘇一の宮未来会議，2015.2.11

「地域らしさを引き継ぐ」ための地方創生

さまざまな主体が， 多様性：Diversity

変化を恐れずに， 有機的：Dynamism

無理せずに（楽しく） 持続可能：Sustainable

取り組む。

「地方創生」に必要なイノベーションを起こすために

１）地域の課題解決を考える

２）地域の長所を活かす

３）お金が回る仕組みをつくる

「楽しい，笑顔になる，元気になる！」ことが大切


